
令和４年度事業計画 
 

令和３年度は、前年度同様、新型コロナウィルスが猛威を振るい続け世界経済や生活環

境にも大きな変化をもたらしています。その中で、懸案であった鳥羽ビジターセンター、

及び当協会の事務所は、県職員や皆様のご協力のお蔭をもちまして無事移転を終えること

ができました。加えて伊勢志摩国立公園指定７５周年記念としてウォーキング冊子「歩い

て伊勢志摩」を発刊することができました。 
さて、令和４年度につきましては、これまで継続してきた「Happy Birthday! 伊勢志

摩国立公園」を三重県と協力して実施する中で「第５回石原円吉賞」表彰式を開催し、ま

た環境省事業「満喫プロジェクト」への協力や、エコツアーの充実、中日文化センター主

催の「伊勢志摩ウォーキング」の講師の継続、そして伊勢志摩国立公園エコツーリズム推

進協議会の事業にも参加するなど伊勢志摩の発展のため積極的に活動していきます。 
また、鳥羽マリンターミナルに移転し、新しくなった鳥羽ビジターセンターにつきまし

ては、これまでに比較して極端に増加した観光客に対応するために、パンフレット等の資

料の充実、そして海の玄関口にふさわしい展示を目指してまいります。 
一方、旧鳥羽ビジターセンター跡地の活用につきましては、２件の問合せとご相談をい

ただきましたが、いずれも当協議会だけで協議を進めることが難しく実現までにはいくつ

かの障害を克服していかなければなりません。新年度に置きましては将来を見据えてより

具体的な議論を深めていきます。 
 

（１） 伊勢志摩国立公園エコツーリズム促進広報事業 

① 伊勢志摩エコツアーガイドマップの配布 
当協会作成のエコツアー等のフィールド紹介マップを機会あるごとに配布し、伊

勢志摩におけるエコツーリズムの知名度を高めていきます。 
② 伊勢志摩カレンダー等の製作 

中日文化センター主催の“伊勢志摩ウォーキング”を代表するデザインや写真を

使って広くマスコミ関係に公開。カレンダー作成により伊勢志摩国立公園の魅力

アップを図りながら、売り上げ増を目指します。 
 

③ 伊勢志摩上空からの写真・動画の発信 
     空中写真家・松本氏がパラグライダーから撮影した美しい伊勢志摩国立公園の画

像を広く公開。特に英虞湾の空撮写真は、伊勢志摩サミットに使用された経緯も

あり、今でも多方面に活用され国立公園としての魅力を全国にアピールしていま

す。令和４年度も雑誌、マスコミ等に提供して伊勢志摩の露出アップにつなげま

す。また、現在あるがままの国立公園をデータとして後世にも残し伝えていきま

す。 
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④ ホームページからの情報発信 
     ホームページより伊勢志摩国立公園の魅力を情報発信することで、利用者の理解

を深め、観光客誘致を通じて地域社会の発展に寄与します。その為の一つとして、

ホームページにあるブログ「しげじいの佐田浜日記」には、エコツアーや伊勢志

摩ウォーキングの開催記録などを紀行文にまとめ掲載していきます。 
 

⑤ エコツアーの開催・助成 
     ３市１町及び各地のエコツアー開催団体や地域のボランティア団体等との共同

企画として実施する中で、伊勢志摩地域の自然環境の素晴らしさを知っていただ

き地域社会への理解を深め地域の発展に寄与します。 
      〔開催予定〕 
        ９月２４日 伊勢市 「御塩浜と御塩殿神社を巡る」 
       １１月２６日 伊勢市 「平家の里～竜ヶ峠～天照山」 

１０月 １日 鳥羽市 「菅島エコツアー」 
１２月 ３日 鳥羽市～志摩市 「青峯山を巡る」 
１２月 ４日 南伊勢町「宿浦・田曽浦の浅間山へ登ろう」 
  １月２９日 志摩市「御座金毘羅山と英虞湾を巡る」 
 

⑥ 「Happy Birthday! 伊勢志摩国立公園」と「石原円吉賞」事業 
「Happy Birthday! 伊勢志摩国立公園」イベント事業として、国立公園指定記念

日（１１月２０日）をめどに「第５回石原円吉賞」の表彰式及び関連イベントを

実施します。 
 

⑦ 伊勢志摩国立公園エコツーリズム推進協議会事業 
継続して伊勢志摩国立公園エコツーリズム推進協議会事業に参加していきます。 
 

⑧ 中日文化センター主催「伊勢志摩ウォーキング」の講師派遣 
     中日文化センターが開催する講座「伊勢志摩ウォーキング」に講師を派遣します。

コースは、伊勢志摩国立公園指定６０周年に作成した「伊勢志摩ウォーキング６

０」の中から抜粋。年間開催予定は、毎月１回で全１２コースです。 
 

⑨ 関係機関への協力事業 
○伊勢志摩国立公園自然ふれあい推進協議会 
○「鳥羽まちなみ水族館」 
○「鳥羽クラフト展」 
○伊勢志摩学生団体誘致委員会 
〇鳥羽市エコツーリズム推進協議会 
〇環境省・伊勢志摩国立公園地域協議 



3 
 

（２） 鳥羽ビジターセンターの効果的な運営 

① 来訪者に伊勢志摩情報の提供と案内 
     鳥羽ビジターセンター訪問者に伊勢志摩国立公園の特徴と見どころを説明。観光

資料の提供と地域の情報やアクセスなどを案内します。そして地域の案内パンフ

や街歩きマップをさらに充実していきます。 
      特に、令和３年９月に鳥羽マリンターミナルに移転して以来利用者が増加してい

ることからパンフレット類を切らさないよう補充していきます。 
 

② 常設展示 
「海女漁の関係資料」、「伊勢志摩の航空写真」、「伊勢志摩の観光ポスター」「クラ

フト作品」などを展示し、来訪者の興味を高めます。 
また、環境省が計画しているデジタルサイネージ設置につきましては可能な限り

の協力をいたします。 
 

③児童向け「クラフト教室」の開催 
     児童を対象に、貝殻や石、海岸への漂着物等を使った粘土細工教室などを開催し

ます。時期は、夏休みと年末の２回。 
 

 

（３） 自然環境保全活動（グリーンワーカー事業） 

      伊勢市、鳥羽市、志摩市、南伊勢町のボランティア団体の協力を得て、各地域

での清掃活動を行い自然環境の保全、整備に役立たせる。 
        二見浦周辺、鳥羽駅前佐田浜一円、答志地区海岸、おうむ岩周辺、国府白浜、

中津浜浦、相賀浦ニワ浜、など年間２０～２５ヶ所。 
 
    

（４）伊勢志摩国立公園指定７０周年事業に関係して 

      平成２８年度の「伊勢志摩国立公園指定７０周年事業」で制作した、伊勢志摩の

空撮２０枚の写真パネルを活用するなど、他団体の展示会等への呼び掛けに応じ

て積極的に参加します。 
 
 

  （５）その他関連事業 


